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1 例えば、後藤大用「道元禅師の教育思想―特に古叢林の特徴を列挙して戦時教育に及

























ント（ Kant,I.,1724― 1804）のテーゼを引き継いだ形での homo educandus et 
educabiles（教育され得る存在かつ教育を必要とする存在）としての人間像―を
前提としていた 6。  
                                         
3 皇紀夫、矢野智司編『日本の教育人間学』玉川大学出版部、1999 年他参照。  
4 和田修二『教育的人間学』放送大学教育振興会、1994 年、122 頁。  
5 Kant,I:Über Pädagogik , In:Kants gesammelte schriften .Herausgegeben von der  königl ic h  









学』玉川大学出版部、1983 年、44 頁）。  
また、ハシュケはこの「閉ざされた人間像」が、教育人間学のみならず、その基礎学たる
哲学的人間学に由来するものであるとし、ハイデガーによる人間学における人間存在の形
而上学的教条化への批判を挙げている（Vgl.Huschke.R.D.,:Von der Anthropologiekritik zur 












る Bildung の概念を射程に入れながら確認していきたい。  










（１）日本の教育学における Bildung 概念の受容  





るが、明治 45 年刊行の『登張独和大辞典』（登張信一郎、大倉書店）の Bildung
の項の訳語は、「形成・形成物、教育・教化、知識、優美・文雅」であり、教養、
陶冶は挙げられていない。では、いつ Bildung の訳語として教養 8、陶冶が定着
                                         






領域での用例を中心に、具体的には 1917 年から 2000 年までに刊行された 13 冊
の教育学に関連する「辞典（事典）」（以下「辞典」と略記）における記述をもと
に概観してみたい 9。  
 1917 年から 2000 年までの間に Bildung の訳語として用いられていたのは、教





のは Bildung と culture であるが（①1917 年、「教化」の項）、これ以降は、教化
は専ら culture の訳語として用いられ、Bildung の訳語としては定着しなかった。 







④（1950 年）からであり、しかも、その④においては culture の訳語として用い
られている。Bildung の訳語としては⑤（1951 年）において、culture,（Bildung）
の形で、また⑦⑧（ともに 1955 年）以降、⑫（1990 年）、⑬（2000 年）におい
ては culture,Bildung 併記の形で採録されている。④において、「何となく固苦し
                                                                                                                                       
教育哲学会、2003 年、35―39 頁）において論じられている。  


































                                         
11 「教養」と「修養」の関係については、渡辺かよ子「『修養』と『教養』の分離と連関
に関する考察―一九三〇年代の教養論の分析を中心に―」（日本教育学会編『教育学研




















Bildung は、もともとどのような意味をもつものなのであろうか。  
（２） Bildung の概念史  
 Bildung 概念はもともと Bild des Gottes＝「神の似姿（ imago）」へと形成して



























16 細谷、前掲『教育の哲学』5―6 頁。  
17 Geschicht l iche Grundbegr i ffe .His tor isches  Lexicon zur po li t i sch― soz ia len Sprache i n  
Deutschland,Bd1.1972.S.511. 
18 Grimms Deutsches WörterbuchⅠ ,1838,S.23. 三輪貴美枝「Bildung 概念の成立と展開につ
いて」『教育学研究』第 61 巻、第４号、日本教育学会、1994 年、11―20 頁。  
19 コメニウス、鈴木秀勇訳『大教授学１』明治図書、1968 年、28、50 頁。  
20 三輪、前掲「Bildung 概念の成立と展開について」12 頁。  
 8
置きながら Bildung の概念史をたどり、次のようにいう 21。もともと「自然的形






ヘルダーは、Bildung に Erziehung と区別された「自己形成活動（Aktivität des 
Sich―Bildenden）」として独立した意味を与え 22、Bildung を「人間性への向上的
形成（Emporbildung zur Humanität）」という形で展開したが 23、こうした Bildung













                                         
21 Vgl.Gadamer,H-G.,Wahrheit  und Methode ,1960,5.Aufl. ,1986.以下、本書からの引用に際して
は、引用箇所に WuM 及び頁数をアラビア数字でそれぞれ略記する。  
22 Geschichtliche Grundbegriffe . S.515f. 
23 Vgl.Gadamer,H-G.,Wahrheit und Methode ,15ff. 
24  フンボルトからの引用については、アカデミー版『フンボルト全集』（Wi lhe lm v o n 




















教育意識をさす Bildung とする用法もみられる 25。  
この両者の関係に即していえば、①Bildung と Erziehung をほぼ同義として用
いるナトルプ（Natorp,P.,1854―1910）等の立場、②Erziehung を Bildung の上位
概 念 と し て 捉 え る ヴ ィ ル マ ン （ Willmann,O.,1839 ― 1920 ） や ク リ ー ク
（Krieck,E.,1882―1947）等の立場、③それとは逆に Bildung を Erziehung の上位
概念として用いるヘルダー的な立場、④Erziehung を活動・過程として、Bildung
を そ の Erziehung の 結 果 あ る い は 状 態 を 指 す も の と す る シ ュ ナ イ ダ ー
（Schneider,P.,1897―1939）等の立場の四つに類型化することができる 26。  
 先にみたように、日本においては一般に「人間形成（ Bildung）」は、教育
（Erziehung）という事象を包摂する広い概念として理解されている 27。こうした
                                         
25 前掲『教育思想辞典』「陶冶」の項、528－529 頁。  
26 分類に際して、安藤堯雄「シュプランゲルに於ける陶冶概念と教育概念の関係」（『教育




挙げることができよう（堀尾輝久『人間形成と教育』岩波書店、1991 年、29 頁）。  
 10 












理念（Wilhelm von Humboldt und die Humanitätsidee）』 30を著した。そこで以下で
は、フンボルトの Bildung 概念を Erziehung との関係を含めて概観し、その後、
シュプランガーの Bildung 概念について考察し、本章で用いる Bildung 概念を提
示してみたい。  












を中心として―〔『教育哲学研究』第 10 号、1964 年〕2 頁」があるとしている。  
29 シュプランガー、村井・永井訳『文化と教育』玉川大学出版部、1978 年、222―223 頁。  



























であり、……素材を形式の法則に従わせる造形家の可塑的な活動（ plast ische 
Tätigkeit  eines Bildners）を示している」（WvH,2）と解し、さらに、「Bildung と














（ alle objekt iven 
Werte）を、生動的に生長しながら受容することであり、この人間の体験、志操、
創造力において、一つのまとまった、客観的にも有用な、そして自分自身嬉々と
                                         




























形成の過程が Bildung であり、Erziehung はそれを促進する文化活動であるとい
えよう。その際、Erziehung にかかわる教育者は「結果としての Bildung」に依拠
しつつ、Erziehung を行い、また、被教育者は教育者から Erziehung を受けながら、
自らは「過程としての Bildung」の只中にあるといえよう。  
 こうした点をふまえながら、本稿で用いる Bildungの意味をまとめておきたい。
中世神秘主義の神の似姿＝Bild des Gottesにまでさかのぼり得る Bildung概念は、
                                         
32 Spranger,E.,Gesammelte Schriften,Bd3.1970,S.32. 
33 a.a.O.,S.8. 
34 村田昇によれば、その後シュプランガーの Bildung 概念は後期に至って倫理的・宗教的
意味が深化され、それまでの「文化財の伝達」に関わるものから「覚醒（Erweckung）」の
問題へとその中心が移行し、次第に Erziehung と Bildung の異同・差異は問題とされなくな
ってくる（前掲『シュプランガー教育学の研究』176―180 頁）。本章では、その差異を問












ただし、被教育者への働きかけを意味する Erziehung が  結果としての Bildung
に依拠したものであり、また、被教育者は Erziehung を受けながら、自らの過程
としての Bildung にあるという点において両者は相互に作用しており、また、教
育者は、結果としての Bildung に基づいて Erziehung を展開し、被教育者は過程






























                                         




































る（レイヴ、ウェンガー、佐伯胖訳『状況に埋め込まれた学習』産業図書、1993 年）。  














































第一章 人間形成における「個性」  
―道元の人間観について―  
Ⅰ 問題の所在  































































                                         
2 小田清治監修『哲学中辞典』尚学社、1983 年、「個性」の項を参照した。  
3 野々村運市「個性教育」（斯道学会編『個性と教育』中文館書店、1923 年）19 頁。  
4 野々村、同上書、19 頁。  
5ブレツィンカ、岡田渥美・山崎高哉監訳『価値多様化時代の教育』玉川大学出版部、1992
年、12―14 頁。  










































                                         
7 細谷、同上書、160―165 頁。  
8 細谷恒夫『教育の哲学』創文社、1962 年、20 頁。  





















のは此に基礎付けられねばならぬ」 13という。  
 すなわち、個ということは、他との関係、具体的には絶対の否定を媒介とした










11 上田閑照編『西田幾多郎哲学論集Ⅰ』岩波文庫、1987 年、317―8 頁。  
12 西田、同上書、298 頁。  



























とその否定の作用全体の否定 18であり、「絶対の否定」即「絶対の肯定」である。  
                                         
14 上田閑照『西田幾多郎を読む』岩波書店、1991 年、345 頁。  
15 上田、同上書、346 頁。  
16 上田閑照『場所―二重世界内存在―』弘文堂、1992 年、13 頁。  
17 上田編『西田幾多郎哲学論集Ⅲ』岩波文庫、1989 年、328 頁。  









































19 上田、前掲『場所』36 頁。  

















一、 道元の仏性論  
（１）道元の仏性論の思想的源流  








                                         
21 河村孝道編著『諸本対校  永平開山道元禅師行状  建撕記』大修館書店、1975 年、10 頁、
原漢文。  
























                                         
23 高崎直道「如来蔵思想の歴史と文献」（平川彰・梶山雄一・高崎直道編『講座・大乗仏




25 高崎、前掲「如来蔵思想の歴史と文献」2―3 頁。  
26 曇無鑯訳「大般涅槃経」（『大正蔵』第十二巻）522 頁。  
27田上太秀『『涅槃経』を読む』講談社学術文庫、2004 年参照。  
28 田上太秀は『涅槃経』にみられるこうした矛盾について、「論述の展開の結果であると
しても、この経典の成立事情を考え併せると、経典作者が二人いて、作者おのおのの思考
の違いがあったのではないか」と指摘している（前掲『『涅槃経』を読む』133 頁）。  
 25 
も認め得る。この本覚という語は真諦訳『大乗起信論』（550 年）に端を発する




























                                         
29 田村芳朗「天台本覚思想概説」（『日本思想体系９  天台本覚論』岩波書店、1973 年）。  
30 柏木弘雄「本覚と始覚」（前掲『講座・大乗仏教  第六巻  如来蔵思想』）251―252 頁。  
31 田村芳朗「道元と本覚思想」（淺井圓道編『本覚思想の源流と展開』平楽寺書店、1991
年）275―276 頁。  
32 高崎直道『仏教の思想 11 古仏のまねび〈道元〉』角川文庫、1997 年、39 頁。  



































































                                         


































                                         




























                                         
37 秋山、前掲『道元の研究』121 頁。  
38 道元はこれを「仏言…」とし、『涅槃経』によるものであるとしているが、語句の上で
は異同があり、『聯灯会要』七（潙山章）をふまえているとされる（鏡島元隆『道元禅師の


































                                         
39 西田幾多郎『善の研究』岩波文庫、1994 年、4 頁。  
 31 





























                                         
40 井筒俊彦「禅における言語的意味の問題」（『意識と本質』岩波文庫、1991 年）371 頁。  
41 木村素衞『国家に於ける文化と教育』岩波書店、1946 年、62 頁。  
42 木村、同上書、62―63 頁。  
43 木村は、個々の物としての「個物」と、個々の主体としての「個体」を区別している。 
44 木村、同上書、66 頁。  
 32 
はれて、これにしたがひもてゆくとき、ちからをもいれず、こゝろをもつひやさずし

































了圓『文化と人間形成』第一法規、1982 年、90 頁）。  
















































                                         
47 木村、前掲『国家に於ける文化と教育』63―65 頁。  































第二章 自然と人間形成  
―道元の自然理解を通して―  

























































（ a n  u nd  














                                         
1Ａ・ゲーレン、亀井・滝浦他訳『人間学の探求』紀伊国屋書店、1999 年、142―143 頁。  
2 自然―人間関係を人間形成論的視点から見た場合、自然に備わる（人間―）形成作用は、
三つの位相―「即自的（ an sich）」、「対自的（ für sich）」、「自覚的（ an und für sich）」（あ
るいは受動的位相／能動的位相／主体的位相と呼ぶことができよう）― に基づいて規定
されているといえよう（細谷恒夫『教育の哲学』創文社、1962 年、88 頁、及び笹田博通「場
所としての自然（二）」〔『プロテウス』第３号、1997 年〕107―108 頁）。  



























Ⅱ  「 山 水 経 」 に お け る 自 然  
道元は『正法眼蔵』「山水経」巻において「而今の山水は、古仏の道





























                                         
5 笹田、前掲「場所としての自然（二）」108 頁。  
6 『西田幾多郎全集』第五巻、岩波書店、1979 年、427 頁。  




































                                         
8 『嘉泰普燈録』巻三（『卍続蔵経』第 137 冊）41 丁表・下。  
9 上田閑照『場所― 二重世界内存在― 』弘文堂、1992 年、127―128 頁。  
 39 









































出現なり。運歩もし窮極あらば、仏法不到今日ならん」（二、 1 96 頁）。
                                         








 道 元は「山水経」巻を以下のように締め括る。  
 
  古 仏 云 、「 山 是 山 、 水 是 水 。」  
  こ の 同 取 は、や まこれ やまと いふに あらず 、山 これや まとい ふなり 。しか
あ れ ば 、 や ま を 参 究 す べ し 、 山 を 参 窮 す れ ば 山 に 功 夫 な り 。  































も の と し て 捉 えら れ る 主 観としての人間のあり方と相応しているので
ある。  



















究 あ り 、自 己 の自 己に 相 逢す る 通路 を現 成 せ しむ べし 。 他己 の 他己 を 参徹 す










































                                         


























































                                         
12 井筒、同上書、359 頁、傍点引用者補足。  
13 井筒、同上書、370 頁。  
14 井筒、同上書、371 頁、（…）引用者補足。  














































は、（山水を包含しつつ）自己となる 18といえよう。  
                                         
16 上田閑照『十牛図―自己の現象学』ちくま学芸文庫、1992 年、77 頁。  









































                                                                                                                                       
二版（小学館、2001 年）によれば、この違いはその上接語に起因し、「～そのものの本質
によって」（己づから・心づから）と、「～そのもので直接に」（身づから・手づから）のよ
うな違いと考えられる、とされている（「おのずから」の項、2 巻、1316―1317 頁）。  
19 玉城康四郎『現代語訳 正法眼蔵（１）』大蔵出版、1993 年、213 頁。  
20「普勧坐禅儀」（大久保道舟訳注『道元禅師語録』岩波文庫、1995 年）11 頁。  






























                                         
23 湯浅、前掲『身体論』146―147 頁。  
24 湯浅、同上書、143 頁。  
25 「大死」とは、従来抱いていた思慮分別のすべてをなげうち、修行に徹することを意味





代的人間像―」〔鈴木大拙監修『講座  禅  第一巻  禅の立場』筑摩書房、1967 年〕43 頁）。  























  正 修 行 の とき、渓声山声 、山色山 声、と もに八 万四千偈 ををしま ざるな り。  
自 己 も し 名 利 身 心 を 不 惜 す れ ば 、 渓 山 ま た 恁 麼 の 不 惜 あ り。たとひ渓声山
声 八 万 四 千 偈 を 現 成 せ し め 、 現 成 せ し め ざ る こ と は 夜 来 なりとも、渓山の
渓 山 を 挙 似 す る 尽 力 未 便 な ら ん は 、 た れ か な ん ぢ を 渓 声 山声と見聞せん。    
（「 渓 声 山 色 」 二 、 1 2 6 頁 ）  
 
 自 己が正しく行ずるとき、「渓声山声・山色山声」は自ら積極的に自
                                         
27 木村素衞「文化の本質と教育の本質」（『美の形成』こぶし文庫、2000 年）215 頁。  
28 木村、同上書、212 頁。  
29 木村、同上書、224 頁、（…）は引用者補足。  
30 木村、同上書、225―227 頁、（…）は引用者補足。  











































                                         



















































                                         
34 前掲『西田幾多郎全集』第十一巻、397 頁。  
35 上田、前掲『場所― 二重世界内存在― 』30―32 頁。  
36 細谷、前掲『教育の哲学』88 頁。  
37 木村、前掲「文化の本質と教育の本質」217 頁。  




関係をいうときには広義での「自然」を考えている（同上書、90 頁）。  
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40 前掲『西田幾多郎全集』第十一巻、393 頁。  








42 鈴木、同上書、42 頁、傍点引用者補足。  
43 鈴木、同上書、43 頁。  




 以 上 、 道 元 の 自 然 観 か ら 人 間 形 成 と 自 然 の 関 係 に つ い て 考 察
し て き た 。 さ て 、 人 間 形 成 の 視 点 は B i l d u n g 概 念 を 背 景 と し た
も の で あ る が 、 三 木 清 は 「 ビ ル ド ゥ ン グ と い ふ 思 想 は 有 機 体 的
世 界 観 の 基 礎 を 俟 っ て 初 め て 、 そ の 固 有 な か つ 十 分 な 意 味 に お
い て 成 立 す る も の で あ る 」 45と し て い る 。 三 木 が B i l d u n g の 基 礎
で あ る と し て い る 有 機 体 的 世 界 観 は 近 代 の 機 械 論 的 世 界 観 に 対
立 し 、ゲ ー テ の 形 態 学 に よ っ て 活 性 化 さ れ た が 46、そ の 背 景 に は
自 然 的 世 界 観 か ら 歴 史 的 世 界 観 へ の 移 り 行 き と い う 近 代 の 特 質
が 挙 げ ら れ よ う 。  
 し た が っ て 、 人 間 形 成 に お け る 自 然 の 意 義 を 十 全 に 闡 明 す る
た め に は 、 同 時 に 、 歴 史 （ 時 間 ） 観 を み て い く こ と が 必 要 に な
ろ う 。 そ こ で 、 第 三 章 で は 、 道 元 の 時 間 論 （ 歴 史 観 ） を 探 る こ
と に し た い 。  
                                         
45 三木清「ゲーテにおける自然と歴史」（『三木清全集』第二巻、岩波書店、1966 年）372









第三章 時間と人間形成  
―道元の時間論について―  

























                                         
1 柏原啓一「歴史の自然化と宗教化」（『ホモ・クヮエレンス  論集Ⅰ』以文社、1977 年）
31 頁。  










































                                         
3 教育学におけるポストモダンの影響については、増渕幸男・森田尚人編『現代教育学の
地平―ポストモダニズムを超えて―』（南窓社、2001 年）所収の諸論文に詳しい。  
4 例えば、ニプコウは、「プロテスタンティズムの自己理解とと教育学の自己理解とは、啓
蒙期以来、本質的なものを共有してきた」としている（Ni pkow,  K .E . ,Re l ig ion  i n  de r  
Pädagogik? In:Zeitschrift für Pädagogik,38.Jg.,Nr.2.1992,S.219.）。  
5 Bultmann,R.,Der Sinn der Geschichte ,hrsg,v.Reinisch,L.,Verlag C.H.Beck München,1961,S.60f.
（ブルトマン「ギリシャおよびキリスト教における歴史の解釈」〔ライニッシュ編、田中元





































                                         
6 柏原、前掲「歴史の自然化と非宗教化」29―41 頁。  
7 Bultmann.,a.a.O.S.61.邦訳 79 頁。  
8 岡田渥美「超越の亡失―教育をめぐる反時代的考察―」（『教育哲学研究』第 84 号、
教育哲学会、2001 年）13 頁。  
9 Bultmann.,a.a.O,S.61ff.,邦訳 80―85 頁。  
10 柏原啓一「終末論と救済―歴史の生気回復を求めて」（『岩波  新・哲学講義８  歴史と終































等の実存的・非連続的出来事を教育学の問題としてとりあげた 12。  
                                         






































                                                                                                                                       
Zur Genesis der Pädagogik O.F.Bollnows.In:Pädagogische Rundschau49,1995,S.627f.）。  
13 ラサーン、平野智美・佐藤直之・上野正道訳『ドイツ教育思想の源流―教育哲学入門
































村覚昭の取組みがある（川村、同上書、51―65 頁）。  
16 ボルノー、浜田正秀訳『人間学的に見た教育学』第二版、1983 年、玉川大学出版部、77
―80 頁。  
17 ダンナーはボルノーのこうした立場を「いわゆる実存哲学の企てが精神諸科学によって
受け入れられた」と評する（Ｈ・ダンナー、浜口順子訳『教育学的解釈学入門』玉川大学
出版部、1988 年、30 頁）。  
18 境澤和男『教育の哲学的探求』梓出版社、1992 年、101 頁。  
19 境澤、同上書、33 頁。  





































































                                         
21 西田幾多郎「私と汝」（上田編『西田幾多郎哲学論集Ⅰ』岩波文庫、1987 年）271 頁。  
22 この点については、川村、前掲『教育の根源的論理の探求』54―64 頁を参照した。  
23 川村、同上書、63 頁。  
24 西田幾多郎「歴史」（『続思索と体験／『続思索と体験』以後』岩波文庫 ,1980 年）48 頁。  












点を道元の思想に定位して提示してみたい 27。  












（「現成公案」一、55－56 頁）  
 一般に薪と灰の関係は「薪（先）から灰（後）へ」という一方的・不可逆的関
                                         
26 ボルノー、前掲『実存哲学と教育学』31―32 頁参照。  
27教育における時間を、非連続的な視点から扱ったものとして、以下のものが挙げられる。
トルーナーは、ハイデガーの『存在と時間』を援用しつつ、継起的時間理解からではなく、
「いま」という時間から、教育における時間を分析する（  ルロイ .Ｆ .トルーナー「時間と
教育」 [Ｄ･Ｅ･デントン編、菊地陽次郎･山根浩平他訳『教育における実存主義と教育学』




ハイデガーを援用しつつ、時間を ontologisch な問題として捉える視点を提示している  
















































                                         
28 阿部正雄は「一々の法位に住するということと、衆法の全機現であるということは、…
…相反することなく、相即している」とする（阿部正雄「道元の時間・空間論」〔鏡島元隆・











































「前 後 際断」ということ  
 次に「前後際断」とはいかなることか、また前後際断を成り立たせる時間とは
いかなるものかについて考察してみたい。道元は凡夫の時間理解の特徴を二つ挙
                                                                                                                                       
永遠の今の自己限定として成立する」とする西田幾多郎の立場に依拠した（西田幾多郎「永




  仏法をならはざる凡夫の時節に、あらゆる見解は、有時のことばをきくにおもはく、  
（……）たとへば、河をすぎ、山をすぎしがごとくなりと。いまはその山河、たとひある
らめども、われすぎたりて、いま玉殿朱楼に処せり、山河とわれと、天と地となりとお






























                                         
30玉城康四郎『道元（上）』春秋社、1996 年、310 頁。  
31 玉城、同上書、309 頁。  



































化、自己内循環の時―の重層的な関係をもつことをそれぞれ示した 35。  
                                         
33 玉城、前掲書、311 頁。  


























―215 頁）のであろうか。  













集  第十六巻  宝慶記・正法眼蔵随聞記』（春秋社、2003 年）を用いた。  
37 道元、同上書、15 頁。  





























                                         
39 玉城、同上書、58 頁。  
40 「永遠の〈なんじ〉」とは、「神」を表すブーバー（Buber,M.,1878―1965）の用語である

































42西田、前掲「私と汝」312 頁。  
43 西田幾多郎「場所的論理と宗教的世界観」（上田閑照編『西田幾多郎哲学論集Ⅲ』岩波





































































                                         
45 西谷啓治『西谷啓治著作集』第二十三巻、創文社、1991 年、203―205 頁。  



































                                                                                                                                       
るという点、すなわち現実における断絶に教育の「責任」の所在を求める（同上書、228
―240 頁）。  
48 細谷、同上書、232 頁。  
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第四章 人間形成における「遊戯」  
―道元の「遊戯」観を通して― 



























                                         
1 ここでの「神通」は人智を超えた能力ではなく、「神通は、仏の茶飯なり」（「神通」二、
314 頁）といわれ、仏の日常の行いをさす。  
2 西谷啓治、上田閑照編『宗教と非宗教の間』岩波書店、1996 年、21 頁。  
3 フィンク、千田義光訳『遊び―世界の象徴として』せりか書房、1983 年、12 頁。  
4 フィンク、石原達二訳『遊戯の存在論』せりか書房、1971 年、18―19 頁。  
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の側面 8をもつものであるということができよう。  
                                         
5 フィンク、同上『遊戯の存在論』19―20 頁、（…）は引用者補足。  




















































































10 玉城康四郎『道元』上、春秋社、1996 年、235 頁。  
11 大久保道舟訳註『道元禅師清規』岩波文庫、1997 年、42―63 頁。  
12 坐禅と日常生活の関係については上田閑照「日常工夫」（『上田閑照集』第四巻、岩波書



































































                                         










17 『上田閑照集』第六巻、岩波書店、2003 年、223 頁、傍点原文ママ。  






































                                         

























                                         
20 田村正敬「六牛図考」（『宮崎大学教育学部紀要』第 81 号、1996 年）11―13 頁。  
図と偈頌によって修行の階梯を示したテキストとしては廓庵和尚による『十牛図』がよく
知られるが、自得慧暉（1090―1159）による『六牛図』もそれと同様の意図で編纂された




































                                         
22 秋山範二「禅の行為」（鈴木大拙、宇井伯寿監修『現代禅講座  第一巻  思想と行為』角
川書店、1956 年）69―70 頁。  
23 「自己からの自由」、「自己への自由」という用語及びその用法については、前掲『上田



























                                         
24 前掲『上田閑照集』第六巻、333―334 頁。また、上田は、この「自己からの／自己への」
自由の相即をはずれた時、「自己からの自由は自己喪失へ、自己への自由は自己固執へと変
質する」（333―334 頁）と指摘している。  
25 西田幾多郎「場所的論理と宗教的世界観」（『西田幾多郎全集』第十一巻、岩波書店、1979
年）449 頁。なお、引用に際しては旧字を新字に改めた。西田自身はこの自由を「我々の
自己の絶対自由」と呼んでいる（449 頁）。  
































場の内部は、一つの固有な、絶対的秩序が統べていること（35―37 頁）を挙げている。  
28 ホイジンガ、同上書、141 頁。  
29 カイヨワ、多田道太郎・塚崎幹夫訳『遊びと人間』講談社文庫、1973 年、30―41 頁。
カイヨワは遊びを六つの活動―①自由な活動、②隔離された活動、③未確定の活動、④
非生産的活動、⑤規則ある活動、⑥虚構の活動―として定義する。  
30 カイヨワ、同上書、281―299 頁。  
31 カイヨワ、同上書、286 頁、（…）引用者補足。  
32 カイヨワ、同上書、295―296 頁。  





























                                         


































                                         
35 和田修二、前掲『子供の人間学』117 頁。  

































                                         
37 玉城康四郎、前掲『道元 (上 )』308 頁。  
38 玉城、同上書、311 頁。  











































                                         
40 細谷恒夫『教育の哲学』創文社、1972 年、223 頁。  
41 細谷、同上書、223 頁。  
42 細谷、同上書、232 頁。  
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という点、及び教育者も「自分にとっても与えられていないところに教え子を導














































                                         
43 細谷、同上書、232 頁。  
44 ここでいう「始源」とは、「ある人のよりよい行為を未来において期待する」（細谷、同
上書、46 頁）という教育の「奉仕性」に由来する、「教育者が相手の問の動機づけを先取
する」（同上書、225 頁）という意味であり、本章で用いる Anfang の訳語としての「始源」
とは意味を異にする。  















第五章 言語と人間形成  
―道元の言語理解を通して― 


























                                         
1 細谷恒夫『教育の哲学』225―227 頁。  
2 細谷、同上書、233 頁。  































界を、切り取ること」 6を意味している。  
                                         
4 井筒、同上書、360 頁。  
5 皇紀夫「人間形成と言語」（下程勇吉編『教育人間学研究』法律文化社、1982 年、265 頁）。  




ルトにおいてすでに展開されているとボルノーは示唆する 7。  



























                                         
7 ボルノー、森田孝訳『言語と教育〈増補版〉』川島書店、1975 年、226―227 頁。  
8 Heidegger,M.,:Unterwegs zur Sprache .,Pfullingen1959,S.234f.亀山健吉訳「言葉への道」（『ハ
イデッガー全集  第 12 巻』創文社、1996 年）303 頁。  
9 ibid.,S.230.邦訳 297 頁。  
10 ibid.,S.233.邦訳 301―302 頁。ただし、ハイデガーは、フンボルトが言語を Ergon として
ではなく、Energeia として捉えている点を高く評価しながらも、その Energeia が、「ギリシ
ャ的な意味では全くなく、ライプニッツの『単子論』で用いられているような〔近代的な
意味での〕主体の活動（Tätigkeit des Subjektes）として考えられ」ていて、言語を強く人
間の側にひきつけている点を批判している（ ibid.,S.238.〔…〕筆者補足）。  
11  フンボルトからの引用については、アカデミー版『フンボルト全集』（Wi lhe lm v o n 






























































から内へ）（Ⅶ ,S.60）という二重の運動であるといえよう。  











                                         
12 「有言」とは一般には「言語をもって答えること」（中村元『仏教語大辞典』上、東京
書籍、1975 年、82 頁）を意味しているといわれる。  
13 「名相」は、時代、文献等によって様々な意味で用いられているが、ここでは中村元の
見解にしたがって「仮に名づけられたところのあらわれたすがた、……表面的な非本質的




































































                                         











蔵出版、1994 年、323 頁）。  




















































                                         
































                                         
22 木村素衞「文化の本質と教育の本質」（『美の形成』こぶし文庫、2000 年）218 頁、（…）
引用者補足。  







































                                         
24 ゲーレン、同上書、147 頁。  
25 トラバント、村井則夫訳『フンボルトの言語思想』平凡社、2001 年、86 頁。  
































独自の展開をする篠憲二の用法に依拠する（篠憲二「言語と実存」〔『新岩波講座  哲学２  経






こうした二重の開放性が「存在開放性」であるとする（同上、203―204 頁）。  



































                                         
29 ボルノー、森田孝訳『言語と教育』川島書店、1969 年、227 頁。  
30 ボルノー、同上書、228 頁。  




























第六章 禅問答と人間形成  
―道元の「問答」観を手がかりに― 




























                                         

































して」 5とりあげる西田幾多郎の思索を概観してみたい。  
西田は「他人と私とは言語とか文字とかいう如きいわゆる表現を通じて相理解
                                         
3 『真字正法眼蔵  三百則 本文・語彙索引』曹洞宗宗学研究所編、1993 年。  
4 前掲『西田幾多郎哲学論集Ⅰ』所収、以下「私と汝」からの引用については、引用箇所
に N および岩波文庫における頁数を略記する。  
5 坂部恵「西田哲学と他者の問題」（上田閑照編『没後五十年記念論文集 西田哲学』創文




















































                                         
6 坂部、同上書、52―54 頁参照。  



















































                                         















「問う」ことへの、すなわち問答への展開を内包している（U,212 頁）。  

















とができなかった、というものである（「心不可得」一、191―193 頁）。  





























































































































                                         










































                                         
12 上田、同上書、111 頁。  














































                                         
14 ボルノー、森田孝訳『言語と教育』川島書店、1969 年、31―33 頁。  
15 大森曹玄「公案の禅」（鈴木大拙監修『講座  禅』第二巻、筑摩書房、1967 年）51 頁。  
16 その期間は様々であり、南岳懐壌［677―744］は、師、六祖慧能の問いを請けてから答
えるまで八年の期間を要している (『天聖広灯録』巻八、『卍続蔵経』135 冊、325 丁裏 )。  




















































                                         








それぞれもつという（N,270―276 頁）。  
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1987 年、43 頁）。  
25 道元が「行」において、心（心学道）より、身体（身学道）をより重要視していたとす
る見解は、玉城康四郎、前掲『現代語訳 正法眼蔵３』「身心学道」巻解説（ 323―326 頁）
に詳しい。  


































































































                                         


































終章 道元における行の人間形成的意義  


























                                         












過程としての Bildung と、結果としての Bildung の二義をもつものであったが、
















                                         









































































































                                         
















し、廻光え こ う返照へんしょうの退歩を須もちひよ。自然じ ね んに身心脱落し本来の面目現前せん。恁麼い ん もを得んと欲
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なる関係にあり、またこの転換はいかなる意義を有するのであろうか 12。  
慮知心と菩提心との関係について道元は、「この慮知心にあらざれば、菩提心
                                         
10 和辻哲郎校訂『正法眼蔵随聞記』岩波文庫、1996 年。以下、本書からの引用はについて
は、当該箇所に『随聞記』巻・節、および頁数を略記する。  
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Ⅳ 行の人間形成的意義―Bildung としての行―  
序章において教育哲学＝人間形成論の根本概念としての Bildung 概念を、
Erziehung と対比しながら確認した。そこでは Bildung が、結果としての Bildung
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Erziehung を行い、また、被教育者としての弟子は、師から Erziehung を受けなが







すなわち、師もまた、仏の行履＝結果としての Bildung を通じて仏から Erziehung
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